
令和元年度 第４回公立鳥取環境大学教育研究審議会 議事要旨(案) 
 

○ 日 時 令和２年３月１０日（火） １３：３０～１５：１０   
○ 場 所 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者   江﨑信芳委員、宇佐美誠委員、田中仁成委員、田村文男委員 
      今井正和委員、遠藤由美子委員、小林朋道委員、矢野順治委員、 

吉永郁生委員、齊藤明紀委員、張漢賢委員 [11 名/15 名] 
○ 欠席者 尾室高志委員、片木威委員、山本仁志委員、横山伸也委員 

 

【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

  原案のとおり承認された。 

 

２ 協議事項



指します」との表現がある。「目指します。」とは目標の列で使う言葉ではないのか。目標と計画

が混同している箇所がみられる。 

→表現の修正を検討したい。 

 

（４）点検評価ポートフォリオについて 

事務局から、点検評価ポートフォリオについて説明があり、原案について概ね承認された。 

〈主な意見等〉 

・地域連携がちりばめられているが、「地元からの入学生を増やす」「地元への就職を増やす」が

薄く感じられる。入学生を増やすことに関しては県内出身者への助成等があれば良いのではない

か。 

→入試で鳥取県枠の制定を検討している。ほかの件についても検討したい。 

 

（５）公立大学法人公立鳥取環境大学組織改正について 

事務局から、公立大学法人公立鳥取環境大学組織改正について説明があり、原案について承

認された。 

〈主な意見等〉 

・特になし 

 

（６）職員の処遇等に関する諸規程の改正について 

事務局から、職員の処遇等に関する諸規程の改正について説明があり、原案について承認さ

れた。 

〈主な意見等〉 

・特になし 

 

（７）教育に関する諸規程の改正及び制定について 

事務局から、教育に関する諸規程の改正及び制定について説明があり、原案について概ね承

認された。 

〈主な意見等〉 

・大学院の履修について、寄せ集めのチグハグな感じを受けるので、ディプロマ・ポリシーをき

ちんと反映し明文化した方が良いのではないか。 

→検討したい。 

 

３ 報告事項 

（１）令和元年度補正予算（第４回）について 

   事務局から、令和元年度補正予算（第４回）について報告があった。 

 

（２）令和２年度当初予算編成について 

事務局から、令和２年度当初予算編成について報告があった。 

 

（３）公立大学法人公立鳥取環境大学非常勤職員等就業規則の一部改正について 

事務局から、公立大学法人公立鳥取環境大学非常勤職員等就業規則の一部改正について報告が

あった。 

 



（４）専任教員の採用および昇任について 

事務局から、専任教員の採用および昇任について報告があった。 

 

（５）令和２年度教学体制について 

事務局から、令和２年度教学体制について報告があった。 

 

（６）近況報告 

事務局から、４月以降の新型コロナウイルス感染症対策、新制度（奨学金）について報告があ

った。 

 

４ その他 

  新型コロナウイルス感染症対策について様々な意見がでたが、４月以降も終息しない場合の対策、

懸案事項もあった。 

〈主な意見等〉 

・卒業式・入学式の中止は世間的にはスタンダートだと思われている。 

・鳥取県はまだ感染者がいないので緊張感が少ないが、もし感染者が出た場合、もっと自粛ムード

が高まり、経済に影響が出て、如いては就職に影響が出るかもしれない。 

 

５ 閉 会 


